
令和５年 11月 第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和５年 11 月６日（月）午前９時 00 分～午前 10 時 10 分 
 
２ 開催場所 ４階特別会議室 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

来年度の予算編成作業にあたり、市民の福祉向上に寄与する予算となるよう取

り組んでいただきたい。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

なし 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

 ①令和６年度に向けた組織機構の見直しについて（市長公室長） 

   令和２年４月以降、４年ぶりに部の再編を含めた大きな組織の見直しを実施した

いと考えている。市民が主体となる協働によるまちづくりを推進するための新たな

部を創設し、現在の社会課題により効果的に対応していけるよう、担当業務移管を

含めた見直しを行う。 

（秘書政策課長＝資料に基づき説明） 

 

４ その他 

①第 76 回香川丸亀国際ハーフマラソン大会開催における市職員の応援協力について

（市民生活部長） 

 第 76 回香川丸亀国際ハーフマラソン大会において、前日の準備から大会当日まで

職員の応援を依頼するので協力をお願いしたい。庁議終了後にメールで依頼する。 

 

②若手職員まちづくり研究チームの活動報告について（市長公室） 

（第７期若手職員まちづくり研究チーム＝資料に基づき説明） 

テーマ：クラウドサービスを活用した業務改革 

～市民が利用しやすく、職員が働きやすい市役所の実現に向けて～ 

 ・本来業務がある中で研究に取り組んでいただきお礼申し上げる。提案内容について

はさらなる充実と実現に向けて前向きに検討いただきたい。（市長）  

・まるがめマップを切り口とした利用者目線に立った業務改善が素晴らしい。利便性

向上とともに、公式ＬＩＮＥを使っての利用者拡大まで考えているところにも感心し

た。提案が一つでも予算計上できればと考えている。組織機構に関する提案について

は、人員配置や人材確保といった課題がある。（副市長） 



 ・教育現場での活用についても考慮いただき感謝申し上げる。現場の教員だけでは考

えつかないようなアイデアにより、学びを広げられる将来性を感じられた。（教育長） 

 ・アプリの「よみがえる丸亀城」は再生古地図で街歩きができるものとなっており、

提案内容と重複する部分もあるので、研究して活用いただきたい。（総務部長） 

 

５ 副市長から 

  特になし 

 

６ 教育長から 

 特になし 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

なし 

 

８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 
 

職 氏 名 出欠 

市 長 松永  恭二 ○ 

副 市 長 横田  拓也 ○ 

教 育 長 末澤  康彦 〇 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林  諭 欠 

市 長 公 室 長 栗山  佳子 〇 

総 務 部 長 七座  武史 〇 

健康福祉部長 奥村 登士美 〇 

市民生活部長 田中  壽紀 〇 

都市整備部長 伊藤  秀俊 ○ 

産業文化部長 林  裕 司 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
冨士川  貴 〇 

教 育 部 長 窪田  徹也 〇 

消 防 長 浪指  孝章 ○ 

議会事務局長 渡辺  研介 ○ 

      

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長             徳 田   寛 

総務部財政課長              高 倉 鋭 悟 

    

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 



   市長公室秘書政策課長               真 鍋 裕 章 

   市長公室秘書政策課政策マネジメント室長      宇 野 大志郎 

   市長公室秘書政策課主任              横 井 俊 介 

   市長公室秘書政策課主任              大 川   智 

   市長公室秘書政策課主任              安 藤 悠 子 


